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興
福
寺
の
国
宝
・
仏
頭
は
、
文
治
三
年

（
一
一
八
七
）に
興
福
寺
東
金
堂
に
移
さ
れ

る
以
前
は
飛
鳥
の
山
田
寺
講
堂
に
安
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
山
田
寺
は
、
中
大
兄

な
か
の
お
お
え
の

皇お
う

子じ

（
後
の
天
智
天
皇
）
や
中
臣
鎌
足
ら
と

と
も
に
大
化
改
新
で
活
躍
し
た
蘇
我
倉
山

田
石
川
麻
呂
が
建
て
た
私
寺
で
す
。

山
田
寺
は
皇
極
二
年
（
六
四
三
）
に
金

堂
が
建
ち
、
大
化
改
新
を
経
て
、
大
化
四

年
（
六
四
八
）
に
初
め
て
僧
が
住
む
よ
う

に
な
り
寺
と
し
て
の
機
能
が
整
い
は
じ
め

ま
す
。
そ
の
矢
先
の
大
化
五
年
三
月
二
十

五
日
の
こ
と
。
石
川
麻
呂
は
蘇
我
日ひ

向む
か

の

告
げ
口
に
よ
っ
て
、
中
大
兄
皇
子
に
対
す

る
謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
完
成
後
ま
も

な
い
金
堂
で
自
害
し
ま
す
。
彼
だ
け
で
な

く
妻
子
も
連
座
し
た
自
害
で
し
た
。
石
川

麻
呂
を
追
っ
て
山
田
寺
に
入
っ
た
蘇
我
日

向
ら
は
、
物
部
二
田
造
塩
に
命
じ
て
石
川

麻
呂
の
首
を
切
り
取
り
、
屍

し
か
ば
ねを
刀
で
刺
し

上
げ
、
叫
び
な
が
ら
再
度
屍
を
斬
り
つ
け

た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
死
体
を
さ
ら

に
斬
り
つ
け
る
と
い
う
残
忍
さ
は
古
代
に

お
い
て
も
類
を
み
な
い
も
の
で
す
。
三
月

三
十
日
に
は
近
臣
者
十
四
名
が
連
座
し
て

殺
さ
れ
、
さ
ら
に
九
名
は
絞
首
刑
、
流
刑

は
十
五
名
に
も
及
び
ま
し
た
。
一
つ
の
事

件
で
こ
れ
ほ
ど
の
処
刑
が
あ
っ
た
例
も
以

前
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

後
日
、
中
大
兄
皇
子
は
石
川
麻
呂
の
無

罪
を
知
り
、
強
く
後
悔
し
て「
哀
歎
や
み

が
た
し
」と
述
べ
て
い
ま
す
。
石
川
麻
呂

の
自
害
に
よ
り
山
田
寺
の
造
営
は
一
時
中

断
し
ま
す
が
、
そ
の
後
は
石
川
麻
呂
の
追

悼
の
た
め
に
伽が

藍ら
ん

が
整
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
天
智
天
皇
と
な
っ
た
中
大
兄

皇
子
も
何
ら
か
の
援
助
を
し
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
天
智
二
年
（
六
六
三
）
に
、
塔
建

設
の
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
本
格
的

に
伽
藍
の
全
体
が
整
え
ら
れ
る
の
は
次
の

天
武
朝
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。
天

武
七
年
（
六
七
八
）
に
は
講
堂
の
本
尊
丈

六
仏
の
鋳
造

ち
ゅ
う
ぞ
う

が
始
め
ら
れ
、
七
年
後
の
天

武
十
四
年
の
三
月
二
十
五
日
に
開
眼
供
養

が
行
わ
れ
ま
す
。
三
月
二
十
五
日
は
石
川

麻
呂
の
祥
月
命
日
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ

が
今
興
福
寺
に
残
る
仏
頭
な
の
で
す
。
そ

の
制
作
に
は
、
石
川
麻
呂
の
孫
娘
で
天
武

天
皇
妃
の

う
の

野の

讃さ
さ

良ら

皇
女

ひ
め
み
こ

、
つ
ま
り
後
の

持
統
天
皇
の
力
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
皇
女
ら
に
よ
る
講
堂
本
尊
造
営

に
は
、
非
業
の
死
を
遂
げ
た
祖
父
へ
の
強

い
哀
悼
の
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。興

福
寺
仏
頭
は
少
年
の
面
影
を
残
す
顔

つ
き
で
す
が
、
お
お
ら
か
さ
が
あ
る
一
方

で
、
少
し
厳
し
い
ま
な
ざ
し
を
も
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
表
情
に
は
何
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
石
川
麻
呂
の
追
悼

と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
想
像
は
尽
き
ま
せ
ん
。

（
金
子
啓
明
）

特別公開「国宝 仏頭」
9月21日（水）～10月16日（日）
東京国立博物館　本館 特別５室

主　催：東京国立博物館　興福寺
日本経済新聞社

観覧料：平常料金でご覧いただけます
一般420円　大学生130円

＊高校生以下と満65歳以上の方は無料。障害者と
その介護者1名は無料です。入館の際に年齢のわ
かるもの、障害者手帳などをご提示ください

特
別
公
開
「
国
宝
仏
頭
」

数
々
の
ド
ラ
マ
を
秘
め
た
白
鳳
の
貴
公
子

い
よ
い
よ
本
館
特
別
５
室
で
特
別
公
開
！

興
福
寺
創
建
一
三
〇
〇
年
記
念

仏
頭
は
ど
う
や
っ
て
つ
く
ら
れ
た
の
か
？

見
れ
ば
納
得
！
制
作
工
程
模
型
展
示

東
京
芸
術
大
学
保
存
修
復
彫
刻
研
究
室
、

鋳
金
研
究
室
の
ご
協
力
で
仏
頭
鋳
造
の
工

程
模
型
を
展
示
し
ま
す
。
会
場
で
は
、模
型

制
作
に
関
わ
っ
た
東
京
芸
術
大
学
大
学
院

生
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
行
い
ま

す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
模
型
の
制
作
工
程
に
関
し
て
は
、
本
誌
12
〜

13
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載
。

'仏頭（旧山田寺講堂本尊）
飛鳥時代・7世紀（白鳳文化期）奈良・興福寺蔵
側面や背面からも観覧できる展示にご期待ください
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積
み
重
ね
ら
れ
た
八
冊
の
和わ

綴
本

と
じ
ぼ
ん

、
そ

の
上
に
か
わ
い
ら
し
い
兎
の
姿
。
お
分
か

り
で
す
か
、
こ
れ
は
香
炉
な
の
で
す
。

仁
清

に
ん
せ
い

、
乾
山

け
ん
ざ
ん

、
頴
川

え
い
せ
ん

、
木
米

も
く
べ
い

と
、
京
焼

の
歴
史
は
名
工
の
歴
史
と
い
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
名
も
知

れ
ぬ
京
焼
の
陶
工
達
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

作
品
に
、
古
清
水
と
呼
ば
れ
る
色
絵
陶
器

が
あ
り
ま
す
。
古
清
水
は
広
い
意
味
で
は

銹さ
び

絵え

や
染
付

そ
め
つ
け

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
心
と
な
る
も
の
は
十
七
世
紀
後
半
か

ら
十
八
世
紀
に
焼
か
れ
た
緑
と
金
彩
が
印

象
的
な
色
絵
陶
器
で
す
。
名
工
の
手
に
よ

る
も
の
で
も
な
く
、
そ
の
多
く
は
無
印
の

古
清
水
で
す
が
、
い
か
に
も
京
都
の
焼
物

ら
し
い
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
厚
さ
が
違
い
、
朱
色
の
糸

で
綴と

じ
ら
れ
た
八
冊
の
冊
子
。
こ
の
香
炉

だ
け
で
は
何
の
本
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
同
様
に
冊
子
形
を
し
た
硯
箱
で「
栄え

い

花が

物
語

も
の
が
た
り

」と
記
さ
れ
た
作
品
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
す
る
と
あ
る
い
は
こ

の
冊
子
も
平
安
の
雅
を
伝
え
る
和
歌
物
語

で
あ
っ
た
の
か
も
。
そ
し
て

そ
の
冊
子
の
表
紙
が

七
宝
文

し
っ
ぽ
う
も
ん

や
花
文
な
ど
で

飾
ら
れ
、
そ
れ
が
彩

ら
れ
、
さ
ら
に
は

透す
か
し
と
な
っ
て
い
る
。
蓋
の
鈕
は
兎
。
ま
さ

に
佳
品
と
い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
作
品

で
す
。
古
清
水
の
陶
工
が
平
安
朝
の
雅
の

世
界
を
表
現
し
て
み
せ
た
こ
の
香
炉
、
会

い
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
伊
藤
嘉
章
）

色絵冊子形兎鈕香炉　古清水
元禄年間（1688～1703）個人蔵
愛らしい兎が香炉の蓋に

■記念講演会
①10月22日（土）13:30～15:00 平成館大講堂
「仁清の茶壺」 大手前大学人文科学部助教授　岡 佳子
②11月19日（土）13:30～15:00 平成館大講堂
「伊万里磁器の魅力に迫る」 出光美術館主任学芸員　荒川正明

事前申込制 定員380名
聴講無料（ただし、特別展「華麗なる伊万里、雅の京焼」の観覧券が必要）
申込方法
官製往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電
話番号・希望日を、「返信用表面」に郵便番号・住所・氏名を明記のうえ、
下記までお申し込みください
※1枚のはがきで、1人のみ申込可能
※応募多数の場合は、抽選のうえ聴講券を送ります
申込先
〒151-0063 渋谷区富ヶ谷1-19-4  代々木パークビル202
アート･ベンチャー･オフィスショウ内「伊万里、京焼」講演会 係
申込締切
①10月７日（金）必着　②11月４日（金）必着

特別展 華麗なる伊万里、雅の京焼
10月4日（火）～12月4日（日） 東京国立博物館　表慶館

主　　催：東京国立博物館　読売新聞社
協　　力：JR東日本
観 覧 料：一般1300円（1200／1100）大学・高校生900円（800／700）

小・中学生無料
＊（ ）内は、前売り／20名以上の団体料金です
＊障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に障害者手帳などをご
提示ください

探してみませんか、この１点。色
い ろ

絵
え

冊
さ っ

子
し

形
が た

兎
うさぎ

鈕
ちゅう

香
こ う

炉
ろ

古
こ

清水
き よ み ず

特別展華麗なる伊万里、雅の京焼

「華麗なる伊万里、雅の京焼」そのほかの主な出品作品

色絵紅葉図透彫反鉢
乾山18世紀 個人蔵

染付吹墨月兎図皿
伊万里 1620～30年代

色絵波に兎文大皿
伊万里・古九谷様式
17世紀 個人蔵

色絵輪繋文三足大皿
鍋島 18世紀 個人蔵
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し
た
。北
斎
は
、時
期
に
よ
っ
て
傾
注
す
る

分
野
が
異
な
り
、作
画
ス
タ
イ
ル
が
変
わ

り
ま
す
。ま
た
名
前
も
し
ば
し
ば
変
え
ま

し
た
。本
展
覧
会
で
は
、勝
川
春
朗

し
ゅ
ん
ろ
う

の
名
前

で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
二
十
歳
の
役
者
絵
か

ら
、九
十
歳
の
没
年
に
描
か
れ
た
肉
筆
画

ま
で
、七
十
年
の
長
き
に
わ
た
る
作
品
約

五
〇
〇
点
を
、時
代
順
に
北
斎
の
六
つ
の
名

前
で「
春
朗
期
」「
宗そ

う

理り

期
」「
葛
飾
北
斎
期
」

「
戴た

い

斗と

期
」「
為い

一い
つ

期
」「
画が

狂
人
卍

き
ょ
う
じ
ん
ま
ん
じ
期
」の
六

章
に
分
け
て
展
示
し
、そ
の
多
様
な
る
芸
術

創
造
の
軌
跡
を
概
観
す
る
も
の
で
す
。

本
展
覧
会
の
作
品
選
定
は
、当
館
の
担

当
者
だ
け
で
な
く
北
斎
研
究
家
と
し
て
知

ら
れ
る
太
田
記
念
美
術
館
副
館
長
永
田
生

慈
氏
を
ゲ
ス
ト
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
迎
え
、

学
習
院
大
学
教
授
小
林
忠
氏
、千
葉
市
美

術
館
学
芸
課
長
浅
野
秀
剛
氏
の
協
力
の
も

と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。北
斎
を
テ
ー
マ
と

し
た
展
覧
会
は
こ
れ
ま
で
も
各
所
で
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、こ
の
展
覧
会
で
は
、フ

リ
ー
ア
美
術
館
の
協
力
の
も
と
、数
多
く

の
海
外
の
美
術
館
、個
人
の
協
力
に
よ
り
、

北
斎
の
イ
メ
ー
ジ
を
新
た
に
す
る
よ
う
な

広
範
で
質
の
高
い
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

先
の
波
の
作
品「
神
奈
川
沖
浪
裏
」は
、ア

メ
リ
カ
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
か

ら
、「
凱
風
快
晴

が
い
ふ
う
か
い
せ
い

」は
、フ
ラ
ン
ス
の
ギ
メ
美

術
館
と
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
か

ら
お
借
り
し
ま
す
。い
ず
れ
も
、摺
り
の
時

北斎のすべてをお見せします。
今までの北斎のイメージをくつがえす多彩な作品、
選りすぐりの500点が世界から上野に集結し、

70年にわたる画業をたどります。

葛
飾
北
斎

か
つ
し
か
ほ
く
さ
い（

一
七
六
〇
〜
一
八
四
九
）と

い
う
と
、荒
れ
狂
う
大
き
な
波
や
、赤
い
富

士
山
を
思
い
出
す
人
が
多
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、教
科
書
や
雑
誌
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
お
目
に
か
か
り
、

強
い
印
象
を
残
し
て
い
ま
す
。ま
た
、日
本

ば
か
り
で
な
く
海
外
で
も
広
く
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。北
斎
の
作
品
は
、印
象
派
の
画

家
達
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、北
斎
の

存
命
中
に
も
写
さ
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。北
斎
は
、一
九
九
九
年
、

ア
メ
リ
カ
の「
ラ
イ
フ
」誌
が
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で「
こ
の
一
〇
〇
〇
年
で
も
っ
と

も
偉
大
な
業
績
を
残
し
た
世
界
の
一
〇
〇

人
」の
中
に
日
本
人
で
た
だ
一
人
選
ば
れ

ま
し
た
。北
斎
は
、世
界
で

最
も
有
名
な
日
本
の
芸
術

家
な
の
で
す
。

北
斎
は
、『
冨
嶽
三
十
六
景
』

に
代
表
さ
れ
る
風
景
版
画
が
有
名
で

す
が
、花
鳥
画
、美
人
画
は
も
ち
ろ
ん
、幽

霊
や
古
典
物
語
、果
て
は
気
象
の
変
化
の

様
子
ま
で
森
羅
万
象
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
自

在
な
筆
で
描
い
て
い
ま
す
。浮
世
絵
版
画

だ
け
で
な
く
、
肉
筆
画
、
注
文
制
作
の
摺

物
、版
本
挿
絵
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
を
手
が
け
て
い
ま
す
。さ
ら
に
作
画
ス

タ
イ
ル
は
千
変
万
化
。流
派
や
伝
統
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、九
十
歳
で
没
す
る

ま
で
独
自
の
表
現
技
法
を
追
求
し
続
け
ま

特
別
展

北
斎
展

正宗娘おれん　瀬川菊之丞
細判錦絵 春朗期
北斎20歳。画壇デビューの作品

冨嶽三十六景・神奈川沖浪裏　部分
横大判錦絵 為一期 アメリカ・メトロポリタン美術館蔵
（展示期間10月25日～11月13日）
The Metropolitan Museum of Art, The Howard
Mansfield Collection, Purchase, Rogers Fund, 1936
(JP2569) Photograph ○c1994 The Metropolitan
Museum of Art

夜鷹図　肉筆画 宗理期 細見美術館蔵 遊女を
墨、藍、代赭で一息に描く。宗理様式の代表作
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特別展 北斎展
10月25日（火）～12月4日（日）
東京国立博物館　平成館

主催：東京国立博物館　日本経済新聞社
特別協力：
フリーア美術館・アーサー・M.サックラー
美術館（スミソニアン協会国立アジア美
術館、ワシントン）
後援：外務省　文化庁　米国大使館
協賛：
アステラス製薬　全日空　トヨタ自動車
富士ゼロックス 松下電器　三菱商事
観覧料：
一般1500円（2600／1200／1100）
大学生1000円（1700／800／700）
高校生600円（900／400／300）
小・中学生無料
＊（ ）内は、当日２回券／前売り／20名
以上の団体料金です
＊障害者とその介護者1名は無料です。
入館の際に障害者手帳などをご提示く
ださい
＊作品保護のため、展示期間中作品の展
示替えがあります

期
の
早
い
保
存
状
態
の
良
い
作
品
と
し
て

世
界
的
に
定
評
あ
る
も
の
で
す
。質
の
高

い
版
画
作
品
の
ほ
か
に
、肉
筆
画
も
一
〇

〇
点
以
上
展
示
し
ま
す
。作
品
の
数
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、質
に
こ
だ
わ
っ
た
展
覧

会
と
し
て
、ま
た
、北
斎
作
品
の
多
様
性
を

知
る
展
覧
会
と
し
て
、こ
れ
ま
で
に
な
い

「
北
斎
展
」と
な
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ「
画
狂

◆米国展
HOKUSAI（北斎展）
2006年3月4日（土）～5月14日（日）
アーサー・M.サックラー美術館（スミソニアン
協会国立アジア美術館、ワシントン）

■記念講演会
11月12日（土）13:30～15:00 平成館大講堂
「北斎の生涯と芸術」
本展ゲストキュレーター・太田記念美術館副館長

永田生慈
事前申込制 定員380名
聴講無料（ただし、特別展「北斎展」の観覧券が必要）
申込方法　官製往復はがきの「往信用裏面」に郵便番
号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号を、「返信用表面」
に郵便番号・住所・氏名を明記のうえ、下記までお申
し込みください
※1枚のはがきで、1人のみ申込可能
※応募多数の場合は、抽選のうえ聴講券を送ります
申込先
〒107-0062 東京都港区南青山2-24-15 青山タワービル11階
コスモ・コミュニケーションズ内「北斎展」講演会 係
申込締切 10月28日（金）必着

会　　場 資料館セミナー室　　　定　　員 50名（事前申込制）
参 加 費 全4回で4000円（特別展「書の至宝－日本と中国」チケットを含む）
申込方法 4回連続して参加できる方を対象とします
官製往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号を、「返信用表
面」に郵便番号・住所・氏名を明記のうえ、下記までお申し込みください
※1枚のはがきで、1人のみ申込可能
※応募多数の場合は、抽選のうえ聴講券を送ります
申込先
〒110－8712 東京都台東区上野公園13－9 東京国立博物館教育講座室「中国書跡講座」係
申込締切：11月２日（水）必着

■関連事業「中国書跡講座」
展覧会に先立ち、少人数を対象とした連続講座を行います。
第１回　11月17日（木） 14：00～15：30
「字体の変遷―隷書の黎明―」跡見学園女子大学助教授　横田恭三
第２回　12月1日（木） 14：00～15：30
「宋元時代の書―国内所蔵の名品を中心に―」台東区立書道博物館研究員　鍋島稲子
第３回　12月15日（木） 14：00～15：30
「明清時代の書―法帖から金石へ―」群馬大学教授　澤田雅弘
第４回　2006年1月19日（木） 14：00～15：30
「拓本概論―古代の印刷―」当館列品室長　富田　淳

2006年1月11日（水）～2月19日（日）
東京国立博物館　平成館
主　催：東京国立博物館 朝日新聞社 上海博物館　観覧料：未定

特別展予告と関連講座のお知らせ

書の至宝－
日本と中国'白氏詩巻

冨嶽三十六景・凱風快晴　横大判錦絵 為一期 フランス・ギメ美術館蔵
朝日に赤く燃える富士の山肌の繊細な色に注目。「最高の摺り」を選んで展示

○c Photo RMN/Thierry Ollivier/distributed by Sekai Bunka Photo

八十三歳自画像　肉筆画 画狂老人卍
期 オランダ・ライデン国立民族学博
物館蔵　手紙に描いた自画像

○狸狐図　双幅のうち 肉筆画
画狂老人卍期 個人蔵 僧に化け
た狐と対になる。89歳の作品
（展示期間10月25日～11月13日）

書は東洋における最も美しい芸術の一つとして知られ
ています。この展覧会では、中国の書の歴史をたどると
ともに、その影響を受けながら独自の世界を築いてきた
日本の書の展開をご覧いただきます。聖徳太子の「法華
義疏」や「秋萩帖」「白氏詩巻」などの名品に加えて、上海
博物館の協力のもと、「淳化閣帖」や虞世南の「汝南公主
墓誌銘稿」など同館の優品を多数出品。日中両国の書文
化の歴史を振り返り、さまざまな文化や思想を背景とし
て形成された美しい書の世界に迫ります。

人
」北
斎
の
世
界
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。あ
な
た
の
知
っ
て
い
る
北
斎

に
も
、知
ら
な
い
北
斎
に
も
会
う

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

（
田
沢
裕
賀
）
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「
東
京
国
立
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

保
存
と
修
理
」の
特
集
陳
列
は
今
年
で
六

回
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
平
成
十
五
・

十
六
年
度
修
理
品
の
中
か
ら
二
十
件
程
度

を
展
示
し
ま
す
。
修
理
で
得
た
新
知
見
を

含
め
、
作
品
が
も
つ
情
報
を
一
つ
で
も
多

く
ご
紹
介
で
き
る
よ
う
に
関
連
資
料
な
ど

を
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。
保
存
・
修
理

の
方
法
に
つ
い
て
説
明
す
る
ほ
か
、
な
ぜ

そ
の
よ
う
な
修
理
方
法
を
選
択
し
た
の

か
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
材
料
を
選
択
し
た

か
な
ど
、
修
理
に
至
る
ま
で
の
過
程
や
修

理
記
録
の
作
成
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る

予
定
で
す
。
作
品
を
解
体
し
た
と
き
に
現

れ
る
内
部
の
様
子
、
修
理
し
た
と
き
に
取

り
除
い
た
古
い
裏
打
ち
紙
な
ど
、
通
常
の

展
示
で
は
決
し
て
み
る
こ
と
の
で
き
な
い

作
品
内
部
な
ど
、
文
化
財
の
も
う
一
つ
の

顔
を
ご
ら
ん
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

（
土
屋
裕
子
）

特
集
陳
列「
東
京
国
立
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
保
存
と
修
理
」

チウカウカプ
江戸～明治時代・19世紀 木綿製 修理後

十六羅漢像（第一尊者）
南北朝・14世紀 絹本着色 修理後

10
月
18
日
（火）
〜
11
月
27
日
（日）

本
館
特
別
2
室
・
特
別
4
室

鏡のうらおもて

「
鏡
は
何
で
で
き
て
い
ま
す
か
」と
質
問

す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
ガ
ラ
ス
と
答

え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
ガ
ラ
ス
製

の
鏡
が
普
及
す
る
の
は
近
代
に
な
っ
て
か

ら
で
、
そ
れ
以
前
は
銅
製
の
鏡
が
一
般
的

で
し
た
。
こ
れ
は
、
鋳
銅

ち
ゅ
う
ど
う

製
の
板
を
磨み

が

い

て
姿
が
映
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
背
面

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
様
が
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
銅
鏡
も
現
在
の
鏡
と
同
じ
く
化
粧
道

具
の
一
つ
で
し
た
が
、
そ
こ
に
神
秘
的
な

力
を
感
じ
た
古
代
の
人
々
に
と
っ
て
は「
祈

り
の
鏡
」と
し
て
の
役
割
も
も
っ
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
親
と
子
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、

銅
鏡
の
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
世
界
に
せ
ま
り

ま
す
。

（
吉
田
知
加
）

親と子のギャラリー

11月8日（火）～12月18日（日）
平成館1階　企画展示室

王権のシンボル　　龍鏡（だりゅうきょう）
古墳時代 弥生時代に大陸からもたらさ
れた鏡は、王権のシンボルとして各地の豪
族の首長に代々伝えられました

魔鏡　江戸時代・18世紀
江戸時代には、ある角度で鏡の表面に光を当
てると、裏側の文様が浮かび上がる「魔鏡」
と呼ばれるマジックミラーがつくられまし
た。どのように見えるかは会場でのお楽しみ

鏡の表面
銅製の鏡も、平らにした表面を
砥石や砂や墨を用いて磨くと、
ガラスの鏡と同じくらい姿を
よく映すことができます

■関連事業
１．見学ツアー“保存と修理の現場へ行こう”
文化財の保存と修理についての解説
および修理室の見学ツアー
対象：一般
第１回　10月26日（水）13:30～15:30

小講堂・修理室等
第２回　11月9日（水）13:30～15:30

小講堂・修理室等
（第１回・２回ともに内容は同じです）

定員：各回30名（事前申込制）
申込方法：官製往復はがきの「往信用裏面」に
希望日・郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電
話番号を、「返信用表面」に郵便番号・住所・氏
名を明記のうえ、下記までお申し込みください。
＊1枚のはがきで、1人のみ申込可能
＊応募多数の場合は、抽選のうえ参加通知を送ります
締切：第１回10月11日（火）

第２回10月25日（火）必着

申込先：〒110－8712 東京都台東区上野公
園13－9 東京国立博物館「見学ツアー」係

２．座談会「文化財修理の条件－修理方針は　
どのように作られるのか－」
日時：10月29日（土）13:30～15:00（開場13：00）
会場：平成館大講堂
定員：380名（当日先着順）
出席者：元興寺文化財研究所・NPO法人文化
財保存支援機構 増澤文武、株式会社修美 竹
上幸宏、染織品修理技術者 石井美恵、東京文
化財研究所 加藤寛、当館保存修復課長 神庭
信幸ほか
聴講無料（ただし当日の入館料が必要）

３．ギャラリートーク（列品解説）修理品等の解説
会期中11月8日を除く毎週火曜日、14：00から　
＊本誌巻末の「10月・11月の展示・催し物」参照
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李り

迪て
き

は
中
国
の
南
宋
時
代
前
期（
十
二

世
紀
後
半
）に
活
躍
し
た
宮
廷
画
院
の
画

家
で
す
。こ
の
紅
白

こ
う
は
く

芙ふ

蓉よ
う

図ず

は
李
迪
の
代

表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
名
品
で
す
が
、そ

の
品
格
の
高
さ
か
ら
南
宋
の
花
鳥
画
の
最

優
の
作
品
と
も
い
わ
れ
ま
す
。各
図
に「
慶

元
丁
巳
歳
李
迪
筆
」の
落
款

ら
っ
か
ん

が
あ
り
、慶
元

三
年（
一
一
九
七
）の
作
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
す
。中
国
に
お
い
て
芙
蓉

は「
栄
華
の
花
」と
い
わ
れ
、「
富
貴
の
花
」

と
い
わ
れ
た
牡
丹
と
と
も
に
親
し
ま
れ
ま

し
た
。古
く
は
芙
蓉
と
い
え
ば
蓮は

す

の
こ
と

を
意
味
し
、詩
文
な
ど
で
は
美
人
の
た
と

え
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
ま
し
た
が
、時

代
と
と
も
に
、蓮
は「
蓮
」「
荷
」と
い
う
の

が
一
般
と
な
り
、芙
蓉
と
い
え
ば
、こ
の
李

迪
の
絵
の
よ
う
な
花
木
の
木
芙
蓉
を
意
味

す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。こ
の
木

芙
蓉
の
中
に
、朝
は
白
、日
が
昇
る
と
と
も

に
酒
に
酔
う
か
の
よ
う
に
紅
味
を
帯
び
、

夕
に
は
深
紅
に
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
酔
芙
蓉
と
い
い
ま
す
が
、こ
の
李

迪
の
絵
は
、正
に
こ
の
酔
芙
蓉
を
描
い
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。中
国
花
鳥
画
の
一

つ
の
頂
点
を
築
い
た
北
宋
時
代
末
の
徽き

宗そ
う

の
画
院
で
は
、絵
画
に
は「
も
の
」の
も
つ

本
性
を
正
確
に
、し
か
も
詩
情
あ
る
も
の

と
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。花
を
描
け
ば
、ど
の
季
節
の
、一
日
の

ど
の
時
刻
の
も
の
か
が
分
か
る
よ
う
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。そ
こ
に

は
宋
時
代
の
絵
画
に
お
い
て
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
っ
た「
時
」の
表
現
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。紅
白
芙
蓉
図
は
正
に
そ

の
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
作
品
と
い
え
ま

す
。繊
細
な
線
描
と
鮮
麗
で
微
妙
な
諧
調

を
も
つ
色
彩
に
よ
り
、紅
芙
蓉
、白
芙
蓉
は

と
も
に
極
め
て
写
実
的
に
表
現
さ
れ
て
お

り
、余
白
を
生
か
し
た
小
画
面
の
空
間
は

自
然
で
詩
情
豊
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
作
品
は
中
国
で
は
お
そ
ら
く
画

冊
仕
立
て
で
あ
っ
た
も
の
で
、日
本
に
舶

載
後
、茶
の
湯
の
趣
味
の
中
で
、初
め
て
一

対
の
掛
幅

か
け
ふ
く

と
し
て
鑑
賞
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。こ
の
作
品
を
み
て

い
る
と
、李
迪
は
時
と
と
も
に
変
化
す
る

酔
芙
蓉
の
一
日
の
姿
を
朝
昼
夕
の
三
図
に

分
け
て
描
い
た
の
で
は
な
い
か
、す
な
わ

ち
、も
う
一
図
、深
紅
の
芙
蓉
図
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
き
ま
す
。福

岡
孝
弟
氏
旧
蔵
品
。

（
湊
　
信
幸
）

平
常
展
見
ど
こ
ろ
案
内

2
0
0
５
年
10
月
・
11
月

酔
芙
蓉
の
色
の
移
ろ
い
に「
時
」を
描
く

国
宝

紅
白
芙
蓉
図

10
月
4
日
（火）
〜
10
月
30
日
（日）

東
洋
館
第
8
室
　
中
国
絵
画

'紅白芙蓉図　李迪筆 南宋時代・慶元3年（1197）日が高くなるにつれほんのり赤く色づく酔芙蓉。博物館の庭にもあります
＊特集陳列「中国書画精華」で展示されます。特集陳列については本誌9ページ、酔芙蓉については本誌11ページ「とうはく花だより」をご参照ください
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典
籍
は
書
物
の
意
味
で
、
写
本
と
版
本

が
あ
り
、
内
容
か
ら
国
書
（
和
書
）、
漢

籍
、
仏
典
、
洋
書
な
ど
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
わ
が
国
に
現
存
す
る
典
籍
は
、
書
写

や
伝
来
の
過
程
で
、
諸
種
の
伝
本
系
統
を

生
じ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
平
安

時
代
以
来
の
家
学
の
伝
統
が
あ
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
典
籍
は
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た

と
い
え
ま
す
。
今
回
は
、
奈
良
時
代
か
ら

室
町
時
代
ま
で
の
国
書
、
漢
籍
を
と
り
あ

げ
、
現
存
最
古
あ
る
い
は
唯
一
と
い
っ
た

稀
少
性
や
、
佚
文

い
つ
ぶ
ん

、
紙
背

し
は
い

文
書

も
ん
じ
ょ

な
ど
を
伝

え
る
古
写
本
を
紹
介
し
、
そ
の
魅
力
を
鑑

賞
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
高
橋
裕
次
）

奈
良
〜
室
町
時
代
の
貴
重
な
資
料
を
特
集

特
集
陳
列
「
典
籍
―
古
写
本
の
魅
力
―
」

10
月
12
日
（水）
〜
11
月
27
日
（日）

本
館
特
別
1
室
　
企
画
展
示

「
起
絵

お
こ
し
え

図ず

」は
、
平
面
図
を
描

い
た
台
紙
に
壁
面
や
天
井
の
図

を
貼
り
付
け
、
建
物
の
立
体
的

な
構
造
を
再
現
す
る
折
畳
式
の

簡
易
模
型
で
す
。
と
く
に
小
さ

な
空
間
に
複
雑
な
立
体
構
造
を

持
つ
茶
室
の
再
現
に
適
し
た
図

法
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

茶
室
な
ど
の
構
成
を
伝
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
起
絵
図
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

（
高
橋
裕
次
）

机
上
で
楽
し
む
建
築
模
型

特
集
陳
列
「
起
絵
図
」

9
月
13
日
（火）
〜
10
月
23
日
（日）

本
館
16
室
　
歴
史
資
料

仏
教
が
興
隆
し
た
飛
鳥
時
代
、
寺
院
で

は
仏
画
の
代
わ
り
に
刺
繍

し
し
ゅ
う

さ
れ
た
仏
の
像

を
ま
つ
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
中
宮
寺
の

天
寿
国
繍
帳

て
ん
じ
ゅ
こ
く
し
ゅ
う
ち
ょ
う

に
当
時
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

鎌
倉
時
代
に
な
り
ま
す
と
、
念
仏

ね
ん
ぶ
つ

を
唱
え

れ
ば
極
楽
浄
土
へ
い
け
る
と
い
う
阿
弥
陀

仏
の
信
仰
が
流
行
り
、
阿
弥
陀
来
迎
図
を

刺
繍
し
た
掛
幅

か
け
ふ
く

が
た
く
さ
ん
寺
院
に
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
お
釈
迦
様
の
螺ら

髪ほ
つ

や
図
中

の
経
文
は
、
糸
の
代
わ
り
に
施
主
自
身
の

髪
で
繍ぬ

い
表
さ
れ
、
仏
身
へ
近
づ
き
た
い

と
願
う
、
信
仰
篤
い
人
々
の
祈
り
が

切
々
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
寺
院
に

あ
ふ
れ
る
幡
や
袈
裟

け

さ

と
い
っ
た
染
織

の
多
く
も
、
信
者
の
お
布
施
に
よ
る

も
の
で
す
。
刺
繍
の
細
や
か
な
手
わ

ざ
、
草
木
染
に
よ
る
柔
ら
か
な
色
彩
、

丹
念
に
織
り
出
さ
れ
た
模
様
は
、
祈

り
を
象
る
こ
と
の
意
味
を
現
代
人
に

優
し
く
語
り
か
け
て
き
ま
す
。
11
月

7
日
（月）
に
一
部
展
示
替
え
を
行
い
ま

す
。

（
小
山
弓
弦
葉
）

信
仰
が
生
ん
だ
か
た
ち
と
手
わ
ざ

特
集
陳
列
「
祈
り
の
中
の
染
と
織
」
9
月
27
日
（火）
〜
12
月
11
日
（日）

本
館
14
室
　
工
芸

' 巻第十四 奈良時代・天平19年（747）
愛知・宝生院蔵 この巻では人の美醜や肥痩などについて多く
の珍しい文献を引いて説明

繍
仏

阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図　

鎌
倉
時
代
・
十
三
世
紀
滋
賀
・

寺
所
蔵
仏
像
だ
け
で
は
な
く
、施
主
の
髪
を

使
用
し
た
種
子
や
表
装
も
す
べ
て
、一
針
一
針
、手
刺
繍
で
表
さ
れ
ま
す（
11
月
8
日
〜
12
月
11
日
展
示
）

起絵図　
銀閣寺 東求堂 江戸時代・19世紀
堂内にある四畳半の書斎「同仁斎」は
茶の湯にも利用されたといわれる

寶
嚴

◎
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武
芸
に
は
多
様
な
意
味
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
武
士
が
身
に
つ
け
る
べ
き

作
法
と
し
て
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
江
戸
時

代
、
鷹
狩
り
に
は
主
従
関
係
を
緊
密
に
す

る
儀
礼
の
役
割
が
あ
り
、
犬
追
物

い
ぬ
お
う
も
の

は
、
鎌

倉
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
、
武
芸
鍛
練

法
と
し
て
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

作
法
の
あ
り
方
を
示
す
資
料
を
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
。

（
高
橋
裕
次
）

武
士
が
学
ぶ
儀
礼
と
作
法

特
集
陳
列
「
武
芸
―
鷹
狩
・
犬
追
物
―
」

10
月
25
日
（火）
〜
12
月
11
日
（日）

本
館
16
室
　
歴
史
資
料

遣
唐
使
に
よ
る
交
流
な
ど

を
通
し
て
、
少
な
か
ら
ぬ
中

国
書
画
が
我
が
国
に
将
来
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
に
現
存
す

る
中
国
書
画
に
は
、
名
品
ゆ

え
に
大
切
に
受
け
継
が
れ
た

作
品
が
多
々
あ
り
ま
す
。
今

年
も
秋
爽
の
好
期
に
、
館
蔵

品
や
ご
寄
託
品
の
中
か
ら
、

中
国
書
画
の
名
品
の
数
々
を

陳
列
い
た
し
ま
す
。

名
品
の
中
に
は
、数
奇
な

評
価
の
変
遷
を
た
ど
っ
た

作
例
も
あ
り
ま
す
。唐
時
代

に
書
写
さ
れ
た
古
文
尚
書
、

劉
子
残
巻
、
世
説
新
書
、
王

勃
集
な
ど
は
、日
本
に
将
来

さ
れ
た
後
、一
度
は
反
故
と

し
て
紙
背
（
紙
の
裏
）
が
再

利
用
さ
れ
、長
ら
く
大
切
に

さ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し

世
を
隔
て
て
改
め
て
本
文

に
目
を
向
け
る
と
、す
で
に

本
国
で
は
失
わ
れ
た
貴
重

な
内
容
で
あ
る
た
め
に
、国

宝
や
重
文
に
指
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。さ
ま
ざ
ま
な
中

国
歴
代
の
書
画
の
名
品
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

絵
画
は
10
月
31
日
（月）
に

展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

（
富
田
　
淳
）

中
国
歴
代
の
書
画
の
名
宝

特
集
陳
列
「
中
国
書
画
精
華
」

10
月
4
日
（火）
〜
11
月
27
日
（日）

東
洋
館
第
8
室
　
中
国
書
画

南
国
の
漆
工
芸

「
蒟
醤
―
タ
イ
の
漆
器
」

10
月
4
日
（火）
〜
12
月
25
日
（日）

東
洋
館
第
3
室
　
東
南
ア
ジ
ア
の
工
芸

蒟き
ん

醤ま

と
は
、ま
ず
器
面
に
文
様
を
線
彫

り
し
、そ
の
中
に
色
漆

い
ろ
う
る
し

を
充
填

じ
ゅ
う
て
ん

し
て
、乾
い

た
の
ち
に
研と

ぎ
出
す
技
法
を
い
い
ま
す
。

タ
イ
、ミ
ャ
ン
マ
ー
に
伝
わ
る
も
っ
と
も

一
般
的
な
漆
工
芸
技
法
で
す
。こ
の
地
方

の
人
々
は
、檳
榔
樹

び
ん
ろ
う
じ
ゅ

の
実
を
薄
く
切
り
、鬱う

金こ
ん

の
粉
や
香
料
と
混
ぜ
合
わ
せ
、石
灰

せ
っ
か
い

を

塗
っ
た
蔓
草

つ
る
く
さ

の
葉
に
包
ん
で
噛か

む
習
慣
が

あ
り
ま
す
。一
種
の
嗜
好
品
で
あ
り
、漆
の

容
器
に
収
め
ら
れ
ま
し
た
。タ
イ
で
は
檳

榔
樹
の
実
を
噛
む
こ
と
を
キ
ン
マ
ー
ク
と

い
い
ま
す
。日
本
に
は
ア
ユ
タ
ヤ
と
の
交

易
を
通
じ
て
タ
イ
の
漆
器
が
も
た
ら
さ

れ
、そ
の
お
り
に
蒟
醤
と
い
う
呼
び
名
が

定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。タ
イ

の
蒟
醤
は
、黒
漆
地
に
朱
で
、小
さ
な
草
花

の
連
続
文
様
や
、さ
ま
ざ
ま
な
空
想
獣
が

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
今
井
　
敦
）

'碣石調幽蘭第五　唐時代・7～8世紀 琴の弾奏法を記したもの。内容だけでなく、見事な唐代書法を伝える優品の一つ

鳥獣蒟醤十二角形鉢　
タイ 17世紀 南国独特の文様が表された
漆器は、日本の茶人にも珍重された

武田流犬追物雛形 江戸時代・19世紀
徳川宗敬氏寄贈
厳しいルールがあり、人も犬も真剣。犬を傷
つけぬよう、鏑をつけた蟇

ひき

目
め

の矢が使われた
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紅
葉
狩
り
の
遊
宴

国
宝

観
楓
図
屏
風

10
月
25
日
（火）
〜
11
月
20
日
（日）

'観楓図屛風 部分 狩野秀頼筆 室町時代
～桃山時代・16世紀 華やかさと寂しさと―
複雑に入り混じる美しい秋景

京
都
洛
北
、
紅
葉
の
名
所
高
雄
で
紅
葉

狩
り
の
宴
を
楽
し
む
人
々
の
よ
う
す
を
描

い
た
屛
風
で
す
。
清
滝
川
の
群
青
と
紅
葉

し
た
楓
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
鮮
や
か
で
す
。

川
辺
で
は
女
性
や
子
供
ら
が
御
馳
走
を
な

ら
べ
て
美
し
い
秋
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
車
座
に
な
っ
た
男
達
が
謡
や

舞
に
興
じ
る
様
子
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
屛
風
が
描
か
れ
た
の
は
、
応
仁
の
乱

の
荒
廃
か
ら
都
が
よ
う
や
く
復
興
し
た
永

禄
年
間
頃
で
す
。
平
和
を
謳
歌
す
る
人
々

の
楽
し
げ
な
よ
う
す
や
、
細
や
か
に
描
き

込
ま
れ
た
時
世
粧
な
ど
、
ぜ
ひ
丹
念
に
ご

覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
さ
て
、
遠

景
に
は
神
護
寺
の
宝
塔
と
銀
雪
の
愛
宕
社

が
見
え
ま
す
。
季
節
は
す
で
に
移
ろ
っ
て

い
ま
す
。
楓
に
は
、
明
る
く
紅
葉
し
た
豪

華
さ
と
同
時
に
、
そ
の
散
り
ゆ
く
可
憐
な

姿
に
世
の
無
常
を
想
わ
せ
る
寂
し
さ
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
観
楓
の
情
景
か
ら
、
そ
う

し
た
物
語
も
ぜ
ひ
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
小
野
真
由
美
）

ど
こ
か
軽
妙
さ
も
た
だ
よ
う
六
道
絵

国
宝

餓
鬼
草
紙
　
　

11
月
22
日
（火）
〜
12
月
25
日
（日）

餓
鬼

が

き

と
そ
の
受
け
る
苦
の
様
子
を
克

明
に
的
確
な
描
写
で
描
い
た
こ
の
絵
巻
。

制
作
事
情
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
一
般
に
は
切
実
な「
厭お

ん

離
穢
土

り

え

ど

」の

思
想
が
背
景
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
画
面
か
ら
は
恐
怖
感
よ
り
も

ど
こ
か
冷
静
な
好
奇
の
視
線
を
感
じ
て

し
ま
い
ま
す
。
当
初
は
後
白
河
院
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
こ
に

は
む
し
ろ
、
苦
の
世
界
さ
え
も
賞
玩
対

象
と
し
て
掌
中
に
収
め
て
し
ま
お
う
と

す
る
貴
族
的
な
余
裕
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
こ

と
を
こ
の
絵
に
感
じ
る
で
し
ょ
う
か
？

（
沖
松
健
次
郎
）

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
空
間
に
み
な
ぎ
る
生
命
力

重
文

四
季
花
鳥
図
屏
風
伝
雪
舟
筆

10
月
12
日
（水）
〜
11
月
20
日
（日）

◎四季花鳥図屛風　伝雪舟等楊筆 室町時代・15世紀 六曲一双のうち左隻

本
館
3
室
　
仏
教
の
美
術

五
大
万
葉
集
の
ひ
と
つ

国
宝

元
暦
校
本
万
葉
集
　
　

11
月
22
日
（火）
〜
12
月
25
日
（日）

'

元
暦
校
本
万
葉
集
巻
第
一
、六
、十
二
、十
八

平
安
時
代
・
十
一
世
紀

今
回
展
示
す
る
中
で

は
巻
第
六
が
高
松
宮
家
本
。霊
元
天
皇
の
叡
覧

を
機
に
分
冊
さ
れ
、有
栖
川
宮
家
か
ら
高
松
宮

家
に
伝
え
ら
れ
た

平
安
時
代
に
書
写
さ
れ
た『
万
葉
集
』の

古
写
本
で
、
桂
本
・
藍
紙
本
・
金
沢
本
・
天

治
本
と
と
も
に
五
大
万
葉
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
巻
第
二
十
に
あ
る
元
暦
元
年

（
一
一
八
四
）校
合

き
ょ
う
ご
う

の
奥
書

お
く
が
き

か
ら
、
元
暦
校

本
の
名
で
呼
ば
れ
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
仙
覚

せ
ん
が
く

が
校
訂
す
る
以
前
の
、
平
安
時
代
十
一
世
紀

末
頃
の
能
書

の
う
し
ょ

の
寄
合
書

よ
り
あ
い
が
き

に
な
る
写
本
と
し
て

貴
重
で
す（
た
だ
し
、
巻
第
六
は
鎌
倉
時
代

の
補
写
本
）。
現
在
、
巻
第
三
・
五
・
八
・

十
一
・
十
五
・
十
六
を
の
ぞ
く
十
四
巻
分
が

知
ら
れ
、
五
大
万
葉
中
、
最
大
の
分
量
を
伝

え
て
い
ま
す
。
戦
後
国
有
化
さ
れ
た
時
の
旧

蔵
者
に
ち
な
み
、
そ
れ
ぞ
れ
古
河

ふ
る
か
わ

家
本
と
高

松
宮
家
本
と
呼
ば
れ
ま
す
。
（
丸
山
猶
計
）

'餓鬼草紙 部分 平安～鎌倉時代・12世紀 荒涼とした墓地と楽
しそうな餓鬼たち。絵師の巧みな描写力に注目

ひ
び
割
れ
に
大
き
な
蝗

重
文

青
磁
茶
碗

銘
馬
蝗
絆

10
月
25
日
（火）
〜
２
０
０
６
年
2
月
12
日
（日）

馬
蝗
絆

ば
こ
う
は
ん

と
い
う
銘
は
ひ
び
割
れ
に
打
た

れ
た
鎹

か
す
が
いに
由
来
し
て
い
ま
す
。江
戸
時
代
の

儒
学
者
伊
藤
東
涯
に
よ
っ
て
享
保
十
二
年

（
一
七
二
七
）に
記
さ
れ
た『
馬
蝗
絆
茶
甌
記

ば
こ
う
は
ん
さ
お
う
き

』

に
よ
る
と
、
室
町
幕
府
八
代
将
軍
足
利
義

政
が
所
持
し
て
い
た
お
り
に
、
底
に
ひ
び

割
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
中
国
に
送
り
、
こ

れ
に
代
わ
る
も
の
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
明

時
代
の
中
国
に
は
こ
の
よ
う
な
優
れ
た
青

磁
茶
碗
は
す
で
に
な
く
、
ひ
び
割
れ
に
鎹

を
打
っ
て
丁
重
に
送
り
返
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
鎹
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
一
層
の

趣
が
生
ま
れ
、
鎹
を
大
き
な
蝗い

な
ご

に
見
立
て

て
馬
蝗
絆
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
今
井
　
敦
）

雪
舟

せ
っ
し
ゅ
う

筆
と
伝
え
る
花
鳥
図
屛
風
は
、
動
植

物
が
実
物
大
に
近
い
大
き
さ
で
描
か
れ
て
い

て
、
と
て
も
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
画
面
を
所
狭

し
と
ば
か
り
に
伸
び
る
樹
木
に
よ
っ
て
強
い
生

命
力
が
表
さ
れ
、
ま
た
鳥
の
動
き
や
樹
木
の
枝

ぶ
り
に
よ
っ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
空
間
が
か
た

ち
づ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
は
伝
雪
舟

の
花
鳥
図
屛
風
の
中
で
も
、
最
も
重
視
さ
れ

る
三
作
品
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。
雪
舟
が
明
か

ら
帰
国
し
て
ま
も
な
い
頃
の
資
料
か
ら
、
彼
は

水
墨
の
花
鳥
画
と
着
色
の
花
鳥
画
の
両
方
を
描

い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
遺

品
は
稀ま

れ

で
、
本
図
は
た
い
へ
ん
貴
重
な
作
例
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
救
仁
郷
秀
明
）

本
館
4
室
　
茶
の
美
術

本
館
3
室
　
仏
教
の
美
術

本
館
4
室
　
茶
の
美
術

本
館
3
室
　
禅
と
水
墨
画◎青磁茶碗

銘馬蝗絆 龍泉窯 南宋時代・13世紀 三井高大氏寄贈
日本に伝わる青磁茶碗の代表作。修理により、かえって声価が高まった

本
館
2
室
　
国
宝
室

本
館
2
室
　
国
宝
室



●11

黄石公張良虎渓三笑図屛風（右隻部分） 狩野山楽筆 江戸時代・17世紀
晋の僧慧遠が陶淵明・陸修静を送って、「渡らない」と誓っていた虎渓を思わず過
ぎてしまい、三人ともに大笑したという伝説を描く

厚
板
唐
織
っ
て
ど
ん
な
能
装
束
？

「
能《
融
》の
能
面
・
能
装
束
」よ
り
　
9
月
6
日
（火）
〜
10
月
30
日
（日）

金
屛
風
を
楽
し
む

黄
石
公
張
良

虎
渓
三
笑
図
屏
風
　
　

10
月
25
日
（火）
〜
12
月
4
日
（日）

豊
臣
秀
吉
が
世
を
去
り
、
徳
川
家
に
よ

る
太
平
の
世
と
な
ろ
う
と
す
る
こ
ろ
、
画

面
全
体
を
金
箔

き
ん
ぱ
く

で
埋
め
尽
く
し
た
金
屛
風

が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
金
雲

な
ど
の
過
剰
な
装
飾
を
省
い
て
人
物
を
よ

り
強
調
す
る
描
き
方
と
い
え
ま
す
。
画
面

の
金
箔
は
、
か
つ
て
は
蝋
燭

ろ
う
そ
く

の
よ
う
な
火

の
ゆ
ら
ぎ
の
あ
る
光
で
照
ら
さ
れ
て
い
た

の
で
、
登
場
人
物
た
ち
の
世
界
は
、
よ
り

幻
想
的
に
目
に
映
っ
て
い
ま
し
た
。
展
示

室
で
も
、
見
る
位
置
を
少
し
ず
つ
変
え
て

い
け
ば
、
金
箔
に
反
射
す
る
光
線
の
具
合

が
微
妙
に
変
わ
っ
て
、
画
面
か
ら
受
け
る

印
象
が
刻
々
と
変
化
し
て
い
く
の
が
わ
か

る
で
し
ょ
う
。

（
松
嶋
雅
人
）

西
洋
版
画
と
比
べ
て
み
よ
う

浮
世
絵
版
画
の
キ
ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
？

11
月
1
日
（火）
〜
11
月
27
日
（日）

西
洋
の
印
象
派
の
画
家
た
ち
に
影
響
を
与
え
、現

代
絵
画
の
扉
を
開
く
の
に「
浮
世
絵
」は
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。日
本
で
錦
絵
と
呼
ば
れ
る
多

色
摺
り
の
木
版
技
法
が
広
ま
っ
た
の
は
、十
八
世
紀

半
ば
過
ぎ
の
こ
と
で
す
が
、西
洋
で
は
、そ
れ
に
先

ん
じ
て
十
六
世
紀
初
め
に「
キ
ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
」と

呼
ば
れ
る
同
系
色
の
版
を
重
ね
て
明
暗
や
立
体
感

を
表
現
す
る
木
版
技
法
が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
館
隣
の
国
立
西
洋
美
術
館
で
10
月
８
日
か
ら

12
月
11
日
ま
で「
キ
ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
」の
展
覧
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
あ
わ
せ
、明
暗
や
立
体
表

現
に
挑
戦
し
た
浮
世
絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。東
西

の
木
版
技
法
と
表
現
の
比
較
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
田
沢
裕
賀
）

豪
華
な
屋
根
飾
り

鴟
尾
　
常
設

考
古
展
示
室
の
歴
史
時
代
の
コ
ー
ナ
ー
の
奥
に
ひ
と
き
わ
大

き
な
立
体
物
が
あ
り
ま
す
。
大
阪
府
柏
原
市
鳥
坂
寺
跡（
高
井

田
廃
寺
）出
土
の
鴟
尾

し

び

で
す
。
平
成
十
〜
十
一
年
度
に
修
理
が

行
わ
れ
、
現
在
の
よ
う
な
形
に
再
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
鴟
尾
と

は
屋
根
の
大
棟
両
端
に
据
え
つ
け
ら
れ
た
棟
飾
り
で
あ
り
、
古

代
の
寺
院
・
宮
殿
建
築
の
多
く
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
土
製

の
ほ
か
石
製
あ
る
い
は
記
録

に
残
っ
て
い
る
金
銅
製
の
も

の
な
ど
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

巨
大
な
鴟
尾
を
建
物
の
屋
根

ま
で
持
ち
上
げ
た
こ
と
を
考

え
る
と
き
、
古
代
の
人
び
と

が
も
つ
建
築
の
荘
厳
に
対
す

る
篤
い
想
い
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

（
日
高
　
慎
）

本
館
7
室
　
屛
風
と
襖
絵

平
成
館
考
古
展
示
室
　
歴
史
時
代

本
館
10
室
　
浮
世
絵
と
衣
装

本
館
9
室
　
能
と
歌
舞
伎

芙ふ

蓉よ
う

は
中
国
、
日
本
南
西
部
原
産
の
ア

オ
イ
科
の
低
木
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
白

や
ピ
ン
ク
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

芙
蓉
に
は
、
朝
清
楚
な
白
い
花
を
咲
か

せ
て
い
た
の
に
、
午
後
に
な
る
と
ほ
ん
の

り
ピ
ン
ク
に
花
び
ら
を
染
め
、
不
思
議
な

色
香
を
漂
わ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
名
も
酔
芙
蓉

す

い

ふ

よ

う

。
そ
う
、
酔
っ
払
い
の
花

な
の
で
す
。
夕
方
に
は
紅
が
ま
す
ま
す
濃

く
な
っ
て
、
た
っ
た
一
日
で
し
お
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
赤
い
色
を
作
っ
て
い
る

の
は
、
ワ
イ
ン
に
含
ま
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ

ー
ル
の
一
種
、
ア
ン
ト
シ
ア
ン
と
い
う
色

素
で
す
。
光
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
た
め
、

だ
ん
だ
ん
赤
く
染
ま
る
の
で
す
。

東
博
に
は
、
本
館
の
右
脇
、
レ
ス
ト
ラ

ン
ラ
コ
ー
ル
の
前
に
、
美
し
い
八
重
咲
き

の
酔
芙
蓉
が
あ
り
ま
す
。
実
は
こ
の
木
は

二
代
目
。
平
成
五
年
の
台
風
で
倒
れ
た
た

め
、
昭
和
四
十
三
〜
四
十
五
年
頃
に
森
永

徳
弘
氏
が
種
子
を
採
取
し
て
育
て
て
い

た
と
い
う
苗
木
を
い
た
だ
い
て
植
え
ま

し
た
。

東
洋
館
の
名
宝
、
李り

迪て
き

の
「
紅
白
芙
蓉

図
」（
国
宝
）は
こ
の
花
の
色
の
移
ろ
う
様

を
描
い
た
も
の
。
恒
例
秋
の
名
品
選
「
中

国
書
画
精
華
」
で
公
開
し
て
い
ま
す
。（
本

誌
7
ペ
ー
ジ
参
照
）

（
小
林
　
牧
）

東博の樹木をめぐる樹木ツアーが生涯学習ボランティアによって
行われています。この連載もボランティアガイドの資料を参考にし
ています。ガイドの日程は本誌裏表紙をご覧ください。

ほ
ろ
酔
い
美
人
の

酔
芙
蓉

近
江
勇
婦
お
兼

歌
川
国
芳
　
江
戸
時
代
・
十
九
世
紀

西
洋
の
銅
版
画
を
模
し
た
馬
の
表
現

と
、
浮
世
絵
美
人
の
対
比
が
面
白
い

鴟尾　大阪府柏原市鳥坂寺跡（高
井田廃寺）出土 奈良時代・8世紀
高さ1.35mの大きな棟飾り。後ろ
側（腹部）に二つの蓮華文を施す

「
厚
板

あ
つ
い
た

」と
は
、
男
性
役
が
表
着
の
下
に
着

付
け
る
小
袖
形
の
装
束
で
、
厚
手
の
綾
織
物

の
名
称
で
も
あ
り
ま
す
。
一
方「
唐
織

か
ら
お
り

」は
、

女
性
役
が
表
着
に
す
る
小
袖
形
の
装
束
で
、

元
来
、
綾
織
の
地
に
浮

織
で
刺
繍
の
よ
う
な
模

様
を
織
り
出
し
た
織
物
の
名
称
で
し
た
。

若
々
し
く
優
雅
な
公
家
風
の
男
性
役
が
、

唐
織
で
で
き
た
小
袖
を
厚
板
の
よ
う
に
着

付
と
し
て
着
用
す
る
こ
と
か
ら
、
二
つ
の

装
束
を
合
体
さ
せ
た「
厚
板
唐
織
」が
生
ま

れ
ま
し
た
。
元
禄
期
前
後
に
紀
州
徳
川
家

で
活
躍
し
た
能
役
者
、
藤
田
伊
右
衛
門
豊

高
が
記
し
た
日
記
の
中
に
は
、
当
世
装
束

と
し
て
、
厚
板
の
地
に
牡
丹

ぼ
た
ん

や
龍
丸
紋
を

浮
紋
で
表
し
た
厚
板
唐
織
に
つ
い
て
述
べ

て
い
ま
す
。
厚
板
唐
織
は
、
能
装
束
が
豪

華
絢
爛
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
元
禄

期
を
象
徴
す
る
装
束
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
小
山
弓
弦
葉
）

厚
板
唐
織
浅
葱
地
石
畳
鉄
線
唐
草
模
様

江
戸
時
代
・
十
八
世
紀

能《
融
》で
は
、風
雅
を
愛
で
る
貴
公
子
、源
融
が

単
狩
衣
の
下
に
着
付
と
し
て
着
用
す
る

お昼ごろ、まだ白い花もすでに紅い花も
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二
〇
〇
五
年
一
月
の「
唐
招
提
寺
展
」。

本
尊
・
盧
舎
那
仏
を
中
心
と
す
る
唐
招
提

寺
金
堂
内
部
の
再
現
展
示
は
多
く
の
来
館

者
の
共
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
時
に
行
わ
れ
た
盧
舎
那
仏
の
制
作
工
程

模
型
展
示「
盧
舎
那
仏
の
ひ
み
つ
」も
大
き

な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
、
脱
活
乾

漆
造
り
に
よ
る
盧
舎
那
仏
の
制
作
工
程
を

模
型
に
よ
っ
て
ご
覧
い
た
だ
い
た
展
示
で

す
。
東
京
国
立
博
物
館
の
お
隣
、
東
京
芸

術
大
学
の
保
存
修
復
彫
刻
研
究
室
の
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
力
で
実
現

で
き
た
こ
の
企
画
、
ご
記
憶
の
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
秋
、
興
福
寺
の「
仏
頭
」の
特
別
公

実
は
、
本
来
は
塑
像
の
原
型
は
つ
く
ら

ず
、
土
で
つ
く
っ
た
中
型（
中
子
）の
上
に

直
接
蜜
蝋
を
つ
け
て
、
仏
像
の
蝋
型
原
型

を
つ
く
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
は
工
程

模
型
と
い
う
性
格
上
、
同
じ
蝋
型
原
型
を

何
体
も
つ
く
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
方
法
を
採
用
し
た
の
で
す
。
ま

た
、
完
成
し
た
模
型
は
東
博
に
寄
贈
さ

れ
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
に
活
用
さ
れ

る
予
定
で
す
。
そ
の
た
め
、
長
期
間
の
保

管
・
展
示
に
耐
え
る
だ
け
の
強
度
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
ほ
ん
も
の
の

「
仏
頭
」に
は
必
要
な
か
っ
た
裏
技
が
随
所

に
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
と

え
ば
、
蝋
型
原
型
は
内
側
を
石
膏
で
補
強

し
、
気
温
が
上
昇
し
て
も
形
を
保
て
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
工
程
を
ど
う
見
せ
る
か

も
工
夫
の
し
ど
こ
ろ
で
す
。「
中
型
の
構

造
が
わ
か
る
よ
う
に
模
型
を
半
分
に
切
っ

て
み
よ
う
」。「
外
型
の
土
を
重
ね
る
工
程

を
段
階
的
に
示
す
た
め
に
、
一
部
分
だ
け

土
を
つ
け
て
は
ど
う
か
」。
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
、
プ
ラ
ン
を
練
り
な
が
ら
、
作
業

は
試
行
錯
誤
で
進
み
ま
す
。

中
型
の
土
台
に
使
う
レ
ン
ガ
、
鋳
型
用

の
土
や
笄（
銅
釘
）な
ど
、
鋳
造
工
程
で
使

う
材
料
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
を
か
け
て
つ

く
り
ま
す
。
実
際
に
鋳
型
づ
く
り
に
取
り

掛
か
れ
た
の
は
夏
休
み
直
前
の
こ
と
。
夏

休
み
は
返
上
。
八
月
は
ま
さ
に
、
暑
さ
と

時
間
と
の
戦
い
で
し
た
。

お
盆
前
、
蝋
型
原
型
に
湯
道
を
つ
け
る

と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
お
盆
明

け
三
日
間
で
外
型
完
成
。
翌
週
、
鋳
込
み

作
業
に
突
入
。
窯
に
火
を
入
れ
て
か
ら

は
、
徹
夜
の
作
業
と
な
り
ま
す
。
二
十
三

日
鋳
込
み
。
そ
し
て
今
日
、
八
月
二
十
四

日
は
割
り
出
し
で
す
。
作
業
は
ま
だ
ま
だ

ようこそ！�
博物館の舞台裏へ�

第
6
回こ

の
秋
特
別
公
開
さ
れ
る
興
福
寺
の
仏
頭
は
白
鳳
彫
刻
を
代
表
す
る
金
銅
仏
で
す
。

昔
の
人
は
金
銅
仏
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ
た
の
？
　
み
な
さ
ん
の
素
朴
な
疑
問
に
答
え
る

制
作
模
型
展
示
が
芸
大
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
仏
頭
の
模
型
制
作
の
裏
側
を
お
見
せ
し
ま
す
。

東京芸術大学の鋳金研究室大学院のみなさん。前列右から、西岡
美千代さん、佐治真理子さん、後列右から研究生の高木佑輔さん、
助手の長谷川克義さん、山本崇之さん、大内航さん、吉野哲夫さん

石膏模型を見ながら原型制作に取り
組む保存修復彫刻研究室大学院のみな
さん。右から、小島睦生さん、佐々木翼
さん、藤曲隆哉さん

開
に
あ
わ
せ
て
、
再
び
東
京
芸
術
大
学
の

協
力
を
得
、
制
作
工
程
模
型
を
展
示
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
制
作

工
程
模
型
の
そ
の
ま
た
制
作
工
程
を
ル
ポ

し
ま
す
。
題
し
て「
仏
頭
が
で
き
る
ま
で

の
で
き
る
ま
で
」。

二
つ
の
研
究
室
が
協
力

今
回
は
、「
仏
頭
」模
型
の
原
型
制
作
に

関
し
て
保
存
修
復
彫
刻
研
究
室
、
鋳
造
に

関
し
て
は
鋳
金
研
究
室
と
二
つ
の
教
室
の

協
力
を
仰
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
ひ
と
つ
と
っ
て
も
工
程
が
複
雑

で
、
手
間
の
か
か
る
仕
事
で
あ
る
こ
と
が

お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

五
月
九
日
、
保
存
修
復
彫
刻
の
大
学
院

一
年
生
三
人
が
、
仏
頭
の
原
型
制
作
に
と

り
か
か
り
ま
し
た
。
二
か
月
後
、
三
つ
の

仏
頭
が
完
成
し
、
興
福
寺
の「
仏
頭
」に
も

っ
と
も
近
い
も
の
が
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
原
型
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
返
上
！

こ
こ
で
作
業
は
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
、
鋳
造

工
程
が
本
格
ス
タ
ー
ト
。
鋳
金
研
究
室
の

長
い
長
い
夏
の
始
ま
り
で
す
。

最
初
に
塑
造
に
よ
る
仏
頭
を
型
取
り

し
、
蜜
蝋
を
流
し
込
ん
で
、
鋳
造
に
使
う

蝋
型
原
型
を
つ
く
り
ま
し
た
。

現
在
進
行
中
、
表
面
の
仕
上
げ
作
業
が
残

っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
み
な

初
め
て
。「
単
な
る
模
造
で
は
な
く
、
工
程

を
再
現
す
る
と
こ
ろ
が
難
し
か
っ
た
」と

い
う
の
が
み
な
さ
ん
の
感
想
で
す
。
そ
う
、

昔
の
人
が
ど
う
や
っ
て
い
た
か
な
ん
て
、

実
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
の
で
す
か
ら
。

「
つ
く
り
方
、
見
せ
方
に
つ
い
て
、
ず

い
ぶ
ん
話
し
合
い
ま
し
た
」。
普
段
は
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
作
品
に
向
き
合
う
毎

日
。
今
回
の
よ
う
な
共
同
作
業
は
珍
し
い

そ
う
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
て
よ
か
っ
た
で
す
か
？
　
と
い
う
質
問

に
は「
会
場
で
お
客
さ
ん
の
反
応
を
見
る

ま
で
は
わ
か
ら
な
い
」と
い
う
声
も
。

さ
て
、
ど
ん
な
模
型
に
仕
上
が
っ
た

か
。
会
期
中
は
学
生
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
も
行
う
予
定
。
実
際
に
つ
く
っ
て
み
た

か
ら
こ
そ
わ
か
る「
仏
頭
」の
ひ
み
つ
も
明

か
さ
れ
る
は
ず
。
彼
ら
の
声
を
ぜ
ひ
聞
き

に
き
て
く
だ
さ
い
。（
構
成
　
小
林
　
牧
）

鋳金研究室には火の神様「鞴神」（ふ
いごしん）が祀られている

戸津圭之介教授による仏頭鋳型構
造模型設計図

「
仏
頭
が
で
き
る
ま
で
の
で
き
る
ま
で
」

［湯口］銅（青銅）を流し込む口［あがり］
中の空気が抜け
る。銅が全体にい
きわたると、ここ
からあふれてくる

［笄（こうがい）］
型持と同様に
中型を保持
する

［型持］
中型と外型をつなぎ、
蝋が溶けたあとのす
き間を一定に保つ

［湯道］銅の流れる道

［蝋型原型］
鋳型を焼いて蝋を溶
かし空洞になったと
ころに銅を流し込む

中
型

外
型
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早わかり！金銅仏のつくり方
芯となるレンガ。
レンガは土を成形
し、焼いてつくる

鋳型に湯（溶かした銅）を注ぐ道をつけ
る。湯を注ぐ際に中の空気をぬく道筋も
つけておく。湯道は鋳造の成功の鍵を握
る大切な工程。仏像のかたちにあわせて
隅々まで湯がいきわたるように設計す
る。太さや道をつける際の角度も重要

5 湯道をつける

中型に蜜蝋をつけ、仏像の形をつくる。
蝋の厚さは1センチにも満たない

4 蝋原型をつくる

中型に、数センチ角
の突起をつくって
おく。これを型持と
いい、蝋を溶かして、
銅を流し込む空洞
をつくる際に中型
と外型のすき間を
保つ役目を果たす

2 型持をつくる

型持と同様、中型を保持するため、中型
に笄（こうがい）を打ち込む。仏頭には5
本の笄が打ち込まれている。もちろん模
型も同じ箇所に打ち込む

笄も手作り

3 笄を打ち込む

レンガの周りに鋳物用の土を盛り付け、
中型（中子）をつくる。ここが仏像の中空
の部分をつくる鋳型となる。土は一度鋳
型として焼いたものを砕いた真土（ま
ね）、小名浜砂、川砂などをブレンド、藁
を加えてつくる

1 中型をつくる

鋳型の周りに石を積み、窯を築く

9 窯を築く

鉄枠を施して外型を補強。当時仏頭をつくる
際にこのようなことをしたかどうかは不明

鉄枠全体を覆うように鋳物土を盛り付
け、湯を流し込むためのお碗型の口をつ
けて、鋳型完成

7 外型を補強する

8 湯口をつけて鋳型の完成

鋳物土で蝋型原型と湯道を覆う。一層目は
厚さ5ミリ程度。目の細かい粘土を用いる

6 外型をつくる

溶けた銅がさめるまでそのまま置く

溶かした銅を鋳型に流し込む

銅（青銅）を溶かす

11 窯を壊し、焼けた鋳型を
土間に埋める

12 鋳込み

薪を焚いて鋳型を焼く。中の蝋を型外に溶
かし出し、蝋型原型の部分を空洞にする

10 鋳型を焼く

型持の穴は銅をはめてふさぎ、表面を
なめらかに整形する。眉や目鼻など細
かい部分は鏨（たがね）、切下（きさげ）
で仕上げる

14 仕上げ

15 仏頭のできあがり

鋳型を十分に冷ましてから外型と中型
を割って、銅の像を取り出す

13 割り出し

二層目は厚さ1センチ程度。少し目の粗い
土を用いる。土を盛ったらすぐに使用済み
の鋳型を砕いたものや、かわらのかけらを
貼り付け、土の水分を取る。こうしてすばや
く乾燥させ、土がだれて落ちるのを防ぐ

焼き上が
った鋳型

土間に埋める。藁はガスを抜く道になる

＊模型制作の工程は必ずしも原作品の
制作工程と合致していません。ここで
は、当時の鋳造工程にそったかたちで
模型制作の現場を再編集してご覧い
ただいています
＊12ページ右上写真のみなさんの他、南
時俊さん、浦島康仁さんが活動に参加
しました

興福寺創建1300年記念
特別公開「国宝 仏頭」
9月21日（水）～10月16日（日）
東京国立博物館　本館　特別5室

同展示室にて、仏頭制作模型を展示し
ます。東京芸術大学学生ボランティア
によるギャラリートークの予定は、当
館ホームページをご覧ください

仕上げは会場でご覧ください

仏頭ができるまで 「「



◆コンサートのお知らせ ◆講演会のお知らせ

◆留学生の日 11月23日(水・祝)
日本で学ぶ留学生の皆さんを無料招待いたします。平常展の観

覧が無料、講演会、邦楽演奏、お茶会など各種イベントも開催。

◆庭園開放 10月25日（火）～11月30日（水)
本館北側の庭園を開放します。美術鑑賞とともに、秋のさわや

かな庭園の散策をお楽しみください。

◆重文 十輪院宝蔵公開 10月4日(火)～10月23日(日)
法隆寺宝物館裏の十輪院宝蔵（校倉）を公開します。柵の中に

入り、近くからじっくりとご覧いただくことができます。

◆特別公開「国宝仏頭」のカタログ＆ポスター
プレゼント　20名様
はがきに、住所・氏名（ふりがな）・男女・年齢・

職業ならびに、この号でいちばん面白かった企
画をご記入のうえ、下記までお送りください。締
め切りは11月10日。発表は発送をもって替えさ
せていただきます。
〒110ー8712 台東区上野公園13ー9
東京国立博物館 広報室
「ニュース10・11月号」プレゼント係宛

斎藤 京子様
井上 萬里子様
田添 博様
京菓匠
株式会社東京美術様

匡人様
岩沢 重美様
高田 朝子様
齋藤 京子様
齋藤 邦裕様
株式会社安井建築設計事務所様
株式会社ナガホリ様
井上 静男様
佐々木 芳絵様
藤原 紀男様
小田 昌夫様
吉岡 昌子様
松本建設株式会社様
関谷 徳衛様
高橋 守様
小澤 桂一様
上久保 のり子様
寺本 明男様
櫛田 良豊様
株式会社
スタイルカフェ・ドット・ネット様
長谷川 英樹様

特別会員
日本電設工業株式会社様
東京電力株式会社様
株式会社コア様
株式会社精養軒様
毎日新聞社様　
大日本印刷株式会社様
株式会社大林組東京本社様
朝日新聞社様
株式会社
ホテルオークラエンタープライズ様
株式会社ミロク情報サービス様
TBS 様
東京新聞・中日新聞社様
株式会社電通様
読売新聞東京本社様
クラブツーリズム株式会社様

維持会員
三菱電機
ビルテクノサービス株式会社様
早乙女 節子様
株式会社三冷社様
宇津野 和俊様
伊藤 信彦様
小金井造園株式会社様
財団法人ソニー教育財団様
株式会社 NTTドコモ様

池田 孝一様
木村 剛様
観世 あすか様
コクヨ株式会社様
星埜 由尚様
株式会社鴻池組東京本店様
株式会社アクタス様
林 宗毅様
安田 敬輔様
久保 順子様
渡辺 章様
稲垣 哲行様
堀江 磨紀子様
帖佐 誠様
株式会社古美術藪本様
飯岡 雄一様
峯村 協成様　
大嶋 道子様
牧 美也子様
高瀬 正樹様
坂井 俊彦様
山本 富三郎様
寺浦 信之様
高木 弘幸様
高木 美華子様
暁飯島工業株式会社様

〈ほか19名4社、順不同〉

東京国立博物館賛助会員 2005年8月21日現在

ソプラノ 藤野カヨ リサイタル　万葉の歌物語
～大らかな万葉人の愛の歌1300年の時を越えて～

日　時 10月11日（火）19：00開演　※18：15正門開門
会　場 東京国立博物館 平成館ラウンジ
出　演 藤野カヨ（ソプラノ） 加藤雅子（ピアノ）
曲　目 春過ぎて～持統天皇、わだつみの～天智天皇、

茜さす～額田王ほか
作曲／構成：藤野カヨ　※曲目は変更になることがあります

主　催 東京国立博物館
料　金 3000円（平常展観覧券付） 全席自由

※チケットは、当館正門観覧券売り場で販売
開館日の9：30～閉館30分前（月曜休館）

※電話予約販売
申込先　東京国立博物館イベント担当　TEL03-3821-9270
受　付　月～金曜日の9：30～17：00（祝日は除く）
※チケットは、当館正門観覧券売り場にて現金引き換えにて
お渡しします
引換時間　開館日の9：30～閉館30分前（月曜休館）

京都国立博物館講演会　
日　時 10月1日（土）13：30～15：00
会　場 東京国立博物館 平成館大講堂
「京都国立博物館館蔵品・寄託品 日本近世絵画について」

京都国立博物館館長 佐々木丞平
主　催 東京国立博物館　京都国立博物館　
定　員 250名（当日受付先着順）

※聴講無料（ただし当日の入館料は必要です）

東大寺講演会　
日　時 11月27日（日）13：30～16：00
会　場 東京国立博物館 平成館大講堂　 
 「公慶上人 江戸時代の大仏復興」

奈良国立博物館学芸課資料室長 西山　厚

 「江戸期の東大寺」

　　　　　　  華厳宗管長・第218世東大寺別当 森本公誠

主　催 東京国立博物館　奈良国立博物館　東大寺　
定　員 200名（事前申込制・先着順）

※聴講無料（ただし当日の入館料は必要です）

申込先 東京国立博物館イベント担当　TEL03-3821-9270
9月20日（火）9：30から電話予約開始
月～金曜日の9：30～17：00（祝日は除く）受付
定員になり次第、受付終了

※各イベントの詳細は、東京国立博物館イベント担当（TEL 03－3821－9270）または、
当館ホームページでご確認ください

※お車でのご来館はご遠慮ください

上野・浅草―にほんの音 月を想い 奏でる夜　
日　時 10月13日（木） 18：30開場　19：00開演
会　場 東京国立博物館　平成館ラウンジ
演　奏 薩摩琵琶：友吉鶴心、逢坂誉士、丸山恭司　ゲスト：尾崎亜美
曲　目 義経ほか
主　催 台東区芸術文化財団　東京国立博物館　
料　金 3500円（平常展観覧券付）

※チケットは東京国立博物館、東京文化会館チケットサービス、
台東区芸術文化財団事務局、浅草公会堂、チケットぴあで販売
※お問い合わせ　台東区芸術文化財団　TEL 03－5828－7591

◆東京国立博物館賛助会員募集のご案内
東京国立博物館では賛助会員制度を設け、当館を
幅広くご支援いただいております。賛助会員よりい
ただいた会費は、文化財の購入・修理、調査研究、平
常展・施設整備等の充実に充てております。どうか
賛助会の趣旨にご理解ご賛同いただき、ご入会くだ
さいますようお願い申し上げます。
入会日より1年（入会月の翌年同月末日まで）有効
賛助会員には、特別会員と維持会員との二種類があります。

年会費　

特別会員　　100万円以上

維持会員　　法人　20万円　個人　5万円

特　典　

●特別展の特別内覧会にご招待　
●東京国立博物館ニュースの送付
＊賛助会員のお申し込みは随時受け付けています。
＊ご希望の方には資料および東京国立博物館賛助会員（TNM
Members）入会申込書をお送りします。

＊お問い合わせは　
東京国立博物館営業開発部　賛助会担当
TEL 03－3822－1111（代）
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九
州
国
立
博
物
館
が
い
よ
い
よ
10
月

16
日
（日）
に
開
館
し
ま
す
。
東
京
・
京
都
・

奈
良
に
次
ぐ
、
四
番
目
の
国
立
博
物
館
で

す
。
九
博
は
、
ア
ジ
ア
の
視
点
か
ら
日
本

の
文
化
を
み
つ
め
る
博
物
館
で
す
。

東
博
の
平
常
展
に
あ
た
る「
文
化
交
流

展
」で
は
、
ア
ジ
ア
諸
地
域
と
の
交
流
に

焦
点
を
あ
て
な
が
ら
、
旧
石
器
時
代
か
ら

近
世
末
期（
開
国
）ま
で
の
日
本
文
化
の

歴
史
を
た
ど
り
ま
す
。
題
し
て「
海
の
道
、

ア
ジ
ア
の
路
」。
中
央
の
大
き
な
基
本
展

示
室
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
十
四
の
関
連
展

示
室
、
併
せ
て
三
九
〇
〇
平
方
　
の
空

間
で
、「
縄
文
人
、
海
へ
」「
稲
づ
く
り
か

ら
国
づ
く
り
」「
遣
唐
使
の
時
代
」「
ア
ジ

ア
の
海
は
日
々
こ
れ
交
易
」「
丸
く
な
っ

た
地
球
近
づ
く
西
洋
」
と
い
う
五
大
テ

ー
マ
を
展
開
。
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
含

む
多
種
多
様
な
展
示
作
品
に
、
今
ま
で
の

国
立
博
物
館
に
は
な
か
っ
た
観
点
で
迫
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
開
館
記
念
特
別
展「
美
の
国

日
本
」（
10
月
16
日
〜
11
月
27
日
）
を
開

催
。
文
化
交
流
展（
平
常
展
）と
同
様
に
、

海
外
と
の
交
流
に
焦
点
を
あ
て
た
画
期
的

な
展
覧
会
で
す
。
朝
鮮
半
島
や
中
国
と
の

交
流
の
な
か
で
花
開
い
た
古
代
日
本
文

化
。
西
洋
と
の
出
合
い
を
契
機
に
、
創
造

性
あ
ふ
れ
る
美
術
が
次
々
と
生
ま
れ
た
桃

山
時
代
。
こ
の
二
つ
の
時
代
の
う
ね
り
と

風
を
今
に
伝
え
る
作
品
を
、
国
内
外
の
多

く
の
美
術
館
、
博
物
館
の
協
力
の
も
と
一

堂
に
集
め
ま
し
た
。
正
倉
院
宝
物
も
十
三

件
出
品
さ
れ
ま
す
。
常
に
外
に
向
か
っ
て

開
か
れ
て
い
た
九
州
と
い
う
土
地
な
ら
で

は
の
感
性
と
切
り
口
で
、
日
本
文
化
の
新

し
い
側
面
に
光
を
あ
て
ま
す
。

東
博
友
の
会
や
パ
ス
ポ
ー
ト
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
九
博

に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
九
州
国
立
博
物
館
　
10
月
16
日
（日）
開
館

文
化
は
西
か
ら
、九
州
か
ら

※講座・講演会、友の会＆パスポートおよび本誌定期郵送等のお申し込みに際してご提供いただいた個人情報に関しては、当該の目的に
のみ使用させていただくものです。当館では個人情報に関する法令を遵守し、適正な管理・利用と保護に万全を尽くします。

九州国立博物館外観

開館時間：9：30～17：00（入館は16：30まで）
休館日
月曜日（月曜日が祝日・振替休日の場合は翌日）
年末（2005年は12月26日～12月31日）
※10月16日～11月27日は原則として無休
観覧料：一般420円　高・大生130円

開館記念特別展「美の国 日本」
10月16日（日）～11月27日（日）
一般1300円 高・大生1000円 小・中生600円
お問い合わせ：0570－008886（ハローダイヤル）
ホームページ：http://www.kyuhaku.jp

◆
M
U
S
E
U
M
5
9
7
号

（
平
成
17
年
8
月
15
日
発
行
）の
掲
載
論
文

①「
山
本
素
軒
筆
十
二
ヶ
月
花
鳥
図
屛
風
の
制
作
事
情

―
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
本
に
お
け
る

近
衛
家
　
の
役
割
―
」

遠
藤
楽
子（
当
館
広
報
室
）

②「「『
栗
氏
図
森
』―
栗
本
丹
洲
の
自
筆
草
木
図
譜
」

磯
野
直
秀（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）

③「
広
島
県
福
山
市
柳
津〈
下
迫
貝
塚
〉

出
土
土
偶
に
つ
い
て
」

水
ノ
江
和
同（
福
岡
県
立
ア
ジ
ア
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
）

④「
法
隆
寺
献
納
宝
物
　
広
東
綾
幡

―
平
成
十
五
・
十
六
年
度
の
修
理
で
判
明
し
た
新
知
見
―
」

沢
田
む
つ
代（
当
館
環
境
保
存
室
長
）

⑤「《
新
収
品
紹
介
》青
花
蓮
池
文
大
皿
景
徳
鎮
窯
」

今
井
　
敦（
当
館
特
別
展
室
長
）

'松浦屛風　奈良・大和文化館蔵 開館記念特別展「美の国日本」で公開

※表紙：桔梗にとんぼ　葛飾北斎筆　北斎展で展示

メ
ー
ト
ル

東京国立博物館友の会＆パスポート
年会費 1万円 発行日から1年間有効

特　典 東京・京都・奈良・九州国立博物館4館の平
常展は何度でもご覧いただけます。特別展に関しては、観
覧券を12枚配布。そのほか、本誌の定期郵送などさまざ
まな特典があります

一般 3000円 学生 2000円
発行日から1年間有効

特　典 東京・京都・奈良・九州国立博物館4館の平
常展は何度でも、お好きな6つの特別展を1回ずつ
計6回までご覧いただけます

◆お申し込みは当館の窓口あるいは郵便振替で
友の会
加入者名（振替先） 東京国立博物館友の会　
口座番号 00160－6－406616
金　　額 1万円

＊振替用紙には職業・年齢・性別・ご希望のプレゼン
ト番号（パンフレット、ウェブサイト参照）を楷書でご
記入ください

パスポート
加入者名（振替先） 東京国立博物館パスポート　
口座番号　00120－3－665737
金　　額　一般3000円､学生2000円

＊振替用紙には申込区分（一般か学生）、学生の場合は
学校名および学生証番号を楷書でご記入ください
＊振替用紙の半券が領収書になります。会員証、パスポ
ートチケットが届くまで保管しておいてください
＊振替手数料はお客様のご負担となります
＊郵便振替でのお申込には2週間かかります
＊九州国立博物館は平成17年10月16日開館

◆お問い合わせ
TEL 03－3822－1111（代）友の会・パスポート担当

東京国立博物館ニュース定期郵送のご案内
本誌の定期郵送をご希望の方は、年間（6冊分）
1000円の送料・事務費のご負担でお届けします

◆お申し込みは郵便振替で
加入者名（振替先） 東京国立博物館ニュース
口座番号　00100－2－388101

＊振替用紙には郵便番号･住所･氏名（ふりがな）･電話
番号を楷書でご記入ください
＊お申し込みは1年ごととなります。複数年のお申し
込みは受けられませんのでご了承ください
＊振替用紙の半券が送料の領収書になります。1年間保
管しておいてください
＊振替手数料は申込者のご負担となります
＊次号より送付ご希望の場合、締め切りは11月10日です

東京国立博物館利用案内
開館時間：9時30分～17時、4月～12月の特別展

開催期間中の金曜日は20時まで、4月～
9月の土・日・祝・休日は18時まで
（入館は閉館の30分前まで）

休 館 日：毎週月曜日（祝日、休日の場合は翌日）、
年末年始（12月28日～1月1日）。ゴールデ
ンウイークおよびお盆期間（8月13日～8
月15日）は原則として無休

平常展観覧料金
一般420（210）円、大学生130（70）円
＊（ ）内は20名以上の団体料金
＊障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に障害
者手帳などをご提示ください

＊満65歳以上、および高校生以下の方の平常展観覧は
無料です。入館の際に年齢のわかるもの（生徒手帳、
健康保険証、運転免許証など）をご提示ください

友の会

パスポート



＝ボランティアによる応挙館茶会 ･･････････････集合場所：本館1階エントランス
（参加費500円、開始1時間前に本館1階で整理券配布）

＝ボランティアによる九条館茶会、集合場所：本館1階エントランス
（参加費500円、呈茶席、先着100名様）

＝ボランティアによる庭園茶室ツアー ･･････････集合場所：本館1階エントランス
（開始1時間前に本館1階で整理券配布、11月のツアーは庭園開放時のため簡略版で実施）

＝東京芸術大学学生ボランティアによるギャラリートーク
＊1（本誌14ページ）＊2,4は事前申込制（申し込みは締め切りました）。＊3,5は有料イベントです（本誌14
ページをご覧ください）。＊6,12（本誌3ページ）、＊7,8,9（本誌6ページ）、＊10,11（本誌5ページ）、＊13（本
誌14ページ）は事前申込み制です。（ ）内の本誌ページをご覧ください。※上記の予定は予告なく変更
になることがあります。当日の予定はインフォメーションカウンターでご確認ください

東京国立博物館 10月・11月の展示・催し物

＝ボランティアによる本館ハイライトツアー ････集合場所：本館1階エントランス
＝ボランティアによる浮世絵版画展示ガイド ････集合場所：本館1階エントランス
＝ボランティアによる陶磁エリアガイド ････････集合場所：本館1階エントランス
＝ボランティアによる彫刻ガイド ･･････････････集合場所：本館1階エントランス
＝ボランティアによる樹木ツアー ･･････････････集合場所：本館1階エントランス
＝ボランティアによる考古展示室ガイド ････････集合場所：平成館考古展示室入口
＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド ･･････集合場所：法隆寺宝物館1階エントランス

〈奈良国立博物館〉9／20（火）～10／10（月・祝）
特別展「遣唐使と唐の美術」

10／29（土）～11／14（月）

「第57回 正倉院展」

東
京
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博
物
館
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発
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〈京都国立博物館〉10／8（土）～11／20（日）
特別展覧会「最澄と天台の国宝」
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THU
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SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

休館日

休館日

休館日

休館日

2005年11月

夜間開館(20:00まで） 14:30

休館日　 ソプラノコンサート 19:00 平成館ラウンジ＊3

夜間開館（20:00まで） 14:30

夜間開館(20:00まで） 14:30

列品解説「寛永の三筆と江戸の和様・唐様」
14:00 本館8室

14:30 15:00

夜間開館(20:00まで） 14:30

記念講演会「仁清の茶壺」13:30 平成館大講堂＊6 14:00 14:30 15:00
15:30「法隆寺宝物館における菩薩半跏像―日韓菩薩半跏像の比較―」法隆寺宝物館1階エントランス

夜間開館(20:00まで） 14:30

夜間開館(20:00まで） 14:30

夜間開館(20:00まで） 14:30

夜間開館(20:00まで） 14:30

休館日

休館日

休館日

休館日

14:00 14:30

14:00 14:30

2005年10月

〈九州国立博物館〉10／16（日）～11／27（日）
開館記念特別展「美の国 日本」

15:30「法隆寺宝物館における菩薩半跏像―日韓菩薩半跏像の比較―」
13:30 14:00 14:30 15:00 法隆寺宝物館1階エントランス

14:00 14:30 15:00
15:30「古代の漆工芸―漆皮箱を中心に」法隆寺宝物館1階エントランス

京都国立博物館講演会　　 13:30 14:00 14:30 15:00 
「京都国立博物館館蔵品・寄託品 日本近世絵画について」13:30  平成館大講堂＊1

列品解説「修理の現場と保存修復課」14:00 本館特別2室

講演会「興福寺仏頭をめぐって」13:30 平成館大講堂＊2 14:00
15:30「不動明王像の性格と造形―ファッションの側面から―」本館1階エントランス

列品解説「文化財保存の術ーケアとキュアー」14:00   本館特別2室
15:30「李迪筆『紅白芙蓉図』について」 東洋館1階エントランス

13:30 14:00 14:30 15:00

列品解説「浮世絵の光と陰影（かげ）」 14:00 本館10室

見学ツアー「保存と修理の現場へ行こう」13:30 ＊9
14:00 14:30 15:00

記念公演能「重衡」17:30  平成館ラウンジ＊4 14:00 14:30  15:00
15:30「李迪筆『紅白芙蓉図』について」東洋館1階エントランス

14:00 14:00 14:30 15:30「江戸の着物と衣装」本館1階エントランス
にほんの音コンサート　19:00 平成館ラウンジ＊5

座談会「文化財修理の条件」 13:30 平成館大講堂＊8
14:00 14:30 15:00
15:30「法隆寺宝物館における菩薩半跏像」法隆寺宝物館1階エントランス

14:00 14:30
15:30「江戸の着物と衣装」 本館1階エントランス

12:30、14:00 14:00 14:30

14:00 14:30 15:00

14:00 14:30

14:00 14:00 14:30

列品解説「文化財修理に対する考え方の変遷」14:00 本館特別2室
15:30 李迪筆『紅白芙蓉図』について」東洋館1階エントランス

見学ツアー「保存と修理の現場へ行こう」13:30＊7
14:00 14:30 15:00

記念講演会「北斎の生涯と芸術」13:30 平成館大講堂＊10
14:00 14:30 15:00

記念講演会「伊万里磁器の魅力に迫る」13:30 平成館大講堂＊12
13:30 14:00 14:30 15:00

列品解説「重要文化財 埴輪盛装女子と埴輪の修理」
14:00 本館特別4室

講演会「馬の考古学―古墳時代を中心に―」13:30 平成館大講堂
14:00 14:30 15:00

列品解説「本館の建築デザインと光」14:00 本館特別1室

連続講座「字体の変遷―隷書の黎明―」14:00 資料館セミナー室＊11
14:00 14:30

列品解説「博物館のいろいろな環境」 本館特別2室

14:00 14:30

14:00 15:00

14:00 14:00 14:30

12:30～14:00 14:00 14:30

東大寺講演会「公慶上人 江戸時代の大仏復興」「江戸期の東大寺」
14:00 14:00  14:30 13:30  平成館大講堂＊13

14:00 14:30

14:30 15:00

特別公開「国宝 仏頭」最終日

「華麗なる伊万里、雅の京焼」
重文 十輪院宝蔵公開

北斎展
庭園開放

庭園開放 最終日

重文 十輪院宝蔵公開 最終日

14:00 14:30
15:30「江戸の着物と衣装」 本館1階エントランス

14:30 15:00

14:00 14:30

14:00 14:30

留学生の日　　 14:00 14:30 15:00

12/4まで
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